
LS四国

環境省中国四国地方環境事務所四国事務所
四国環境パートナーシップオフィス（四国EPO）

ロ ー カ ル エス・ディー・ジーズ し こ く

（ Local SDGs Shikoku ）

四国の自然資本、豊かな自然環境を保全しながら、地域循
環で活性化する四国の未来を創造することをイメージして、
生物多様性折り紙を使った四国地図を使っています。



第五次環境基本計画の基本的方向性

目
指
す
べ
き
社
会
の
姿

１.「地域循環共生圏」の創造。

２.「世界の範となる日本」の確立。

３.これらを通じた、持続可能な循環共生型の社会（「環境・生命文明社会」）の実現。

※ ① 公害を克服してきた歴史
② 優れた環境技術
③「もったいない」など循環の精神や自然と共生する伝統

を有する我が国だからこそできることがある。

※ 各地域がその特性を活かした強みを発揮
→ 地域資源を活かし、自立・分散型の社会を形成
→ 地域の特性に応じて補完し、支え合う

地
域
循
環
共
生
圏

生活の質を
向上する

「新しい成長」
を目指す

✓あらゆる観点からイノベーションを創出
✓幅広いパートナーシップを充実・強化

出典：中井統括官2020年4月25日社叢学会 関東定例研究会発表資料 2



「地域循環共生圏」の概念

⚫人間 ＝
細胞・組織が

自立・分散して機能

⚫地域循環共生圏 ＝
資源を循環利用して持続する「自立」

した地域が、相互に連携し機能する。

⚫ SDGs ＝
No one will be left behind.
誰も取り残さない（あらゆる
個人が活躍）

地域の特性、地域資源の性質に応じ、
最適な規模で地域資源が循環する。
➢狭い地域での循環に適した資源
⇒コミュニティや自治体レベルの小さな領域で循環

➢広い地域での循環に適した資源
⇒河川流域、都道府県、国など地域を越えたより
広い領域での循環

資料：国連広報センター

出典：中井統括官2020年4月25日社叢学会 関東定例研究会発表資料 3



地域循環共生圏（日本発の脱炭素化・SDGs構想）
－ サイバー空間とフィジカル空間の融合により、地域から人と自然のポテンシャルを引き出す生命系システム －

vol.25

３出典：中井統括官2020年4月25日社叢学会 関東定例研究会発表資料 4



セルロースナノファイバーを活用した循環型社会へ

ミライアイズ 検索

＜コンテンツ＞

⚫プラスチックと賢く付き合う

⚫夢の素材をもっと身近に～CNF～

⚫脱炭素社会への扉をそっと開く～ナッジ～

⚫イノベーションで未来を拓く～ＣＣＵＳ～

⚫マイクログリッド構築モデル事業

⚫水素サプライチェーン実証事業

⚫廃棄物焼却施設の余熱等を利用した地域低
炭素化モデル事業

⚫木材利用（ＣＬＴ）による業務用施設の断
熱性能効果検証事業

CNFは、ニッポン発の新素材。木や竹をはじめ、植物系であれば
解体した家屋の廃材や食品廃棄物でも原材料として活用することが
でき、循環型社会の実現に向け世界の注目を集めています。
森林国の日本では、毎年、消費する以上の木材が増え続けており、
森林破壊への影響は心配ありません。
鋼鉄・プラスチック・ガラスといった、様々な素材を代替できるほ
か、インクや食品などに添加して性質を変えることもできます。
植物由来の新素材が生み出す、循環型モノづくりの新たな未来へ―
竹CNFを活用した省エネ性能の高い住宅建材や、市場規模の大きい
家電分野等へ用途を拡げる取組を紹介します。

「地域の課題」と「気候変動問題」を同時に解
決する、自治体・企業と環境省とのパートナー
シップ事業を、イメージCGやインタビューを
交え動画で分かりやすく紹介します。

鋼鉄よりも軽くて強く、透明にもなり、物の性質

を変えることもできる“CNF（セルロースナノ

ファイバー）”。植物うまれの、実は身近なミラ

イの素材を、あなたも手に取ってみませんか？

【ミライアイズ】～夢の素材をもっと身近に CNF～

出典：中井統括官
2020年4月25日社
叢学会 関東定例
研究会発表資料
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ＳＤＧｓと地域循環共生圏と森里川海プロジェクト

従来の大量生産・大量消費型の経済システム

持続可能な循環共生型の社会

地域循環共生圏

：SDGsを地域で実践
するためのビジョン

＝地域のSDGs
森里川海プロジェクト

＝暮らしのSDGs
：一人一人、一社一社がSDGs
を取り入れるアクション

SDGs：世界
共通の
目標

イノベーション
①経済社会システム
②ライフスタイル
③技術

パートナーシップ
国民、ＮＰＯ・ＮＧＯ、
企業、金融機関、地方自
治体、各府省、学校…

地域ニーズ 地域資源

地域の再エネ、豊かな自然環境…防災減災、高齢化対応…

社会変革

世界のSDGｓ達成も私たちの地域から、暮らしから

地域循環共生圏とは “ローカルSDGs”

出典：中井統括官
2020年4月25日社
叢学会 関東定例
研究会発表資料
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地域循環共生圏を支える「つなげよう、支えよう森里川海」プロジェクト

私たちの暮らしを支える森里川海

土砂災害を防ぎ、
豊かな水を育む

森

しなやかで、
生命があふれる

川

災害に強く、
魚湧く

海

生命の恵みを活かし
安全で豊かな暮らしを育む

里

恵み（生態系サービス）
安全・安心・清く豊かな水
清浄な空気・土壌の保全
安全で美味しい食糧
バイオマス・地域特産品
災害防止・レクリエーション
再生可能エネルギー

森里川海を豊かに保ち、その恵みを引き出します。

森里川海が本来持つ力を再生し、恵み（清浄な空気、豊かな水、
食料・資材等の恵みを供給する力や自然災害へのしなやかな対
応力、再生可能エネルギー等）を引き出すことで、森里川海とそ
の恵みが循環する社会をつくります。

一人一人、一社一社が、森里川海の恵みを
支える社会をつくります。

私たちの暮らしは森里川海の恵みに支えられているだけでなく、
日々の暮らし方（消費行動や休暇の過ごし方など）を変えるこ
とによって、私たちが森里川海を支えることができます。一人一人
がそれを意識して暮らす、いわば人と自然、地方と都市が共生す
る社会への変革を図ります。

プロジェクトの目標

人口減少、高齢化、過疎化、気候変動、過去の乱開発、資
源の海外依存、木材利用低下など、様々な要因により、我が
国の自然環境は荒廃し、国民の暮らしにも影響。

自然の恵みを引き出し、
経済性を伴なってまわる仕組みづくりと
それを支えるライフスタイルへの変革

←「森里川海大好き」
読本作成・普及

ライフスタイルシフトへの共感
を増やすイベントを開催→

森里川海プロジェクト ＝ 生活者目線で地域循環共生圏を広げる運動
つまり、「 」＝一人一人、一社一社のライフスタイルシフトが基盤

• ホームページに団体名を掲載
• シンボルマークを使用（要届出）
• 活動計画・報告をホームページに掲載

http://www.env.go.jp/nature/morisatokawaumi/

出典：中井統括官
2020年4月25日社
叢学会 関東定例
研究会発表資料
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LS四国 準備段階これまでの取組①

2019年

2月（徳島県、約30名）
地域の特徴を活かした持続可能な商品開発

に向けたワークショップ

4月（四国4県）
事業開始準備：4県の協働団体との
協働体制の確立に向けた事前説明
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2019年

5～7月情報収集、ヒアリング
（四国4県20カ所）

協働団体との打ち合わせにより20カ所のヒアリン
グ先を選定、訪問による情報収集

8月（香川県、約80名）
第1回四国地域ブロック会議設立準備会議
（ESG金融高松キャラバンとの連携開催）

LS四国 準備段階これまでの取組②
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2019年

11月（高知県、約30名）
持続可能な商品開発のための研修

ものづくり、ことづくりに焦点をあてた関係者共
有の場づくり、SDGs実施指針パブリックコメント
勉強会同時開催

12月（愛媛県、約100名）
地域循環共生圏構築にむけた地域フォーラム

脱炭素化・SDGs構想との連関による地域循環共生
圏全体構想の共有、愛媛県中小企業家同友会共催、
四国内同友会の後援他、経済界との連携

LS四国 準備段階これまでの取組③
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2020年

1月（徳島県、約30名））
第2回四国地域ブロック会議設立準備会議

四国財務局の広報支援
阿波銀行SDGs私募債等取組紹介

2月（愛媛県、約50名）
SDGsフェス in 西条

森里川海・流域連携ミーティング

LS四国 準備段階これまでの取組④
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準備段階→設立へ

本格始動！
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LS四国設立趣旨

⚫環境省は、環境・経済・社会の課題の同時解決と地域資源を活かし、持続
的に循環させることで、農山漁村も都市も持続可能な社会を実現するため

の新しい概念として、「地域循環共生圏（ローカルSDGs）」を提唱。

⚫環境省四国事務所、四国EPOでは、持続可能な四国の実現に向けて、2018
年度から、四国内の先進事例の情報収集や、会議等での意見交換の場を設
置。

⚫ローカルSDGsの達成に向けた魅力ある持続可能な四国をつくること
を目的とした「ローカルSDGs四国（LS四国）」を立ち上げ、企業、
金融機関、NPO等活動団体、有識者、行政等が密接に連携できる場づくり
を行う。
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魅力ある持続可能な
四国をつくる

森林資源

防災

お遍路
ジオパーク

世界農業遺産

クマ

歴史

農水産物

再エネ

備讃瀬戸 瀬戸内気候

ＣＬＴバイオマス

潮流

スタディ
ツアー

エコツアー

ツーリズム

地産地消

コウノトリ
ツル

地域活性化

温泉

文化

災害対策

気候変動
適応対策

芸術

資源活用
３Ｒ

ゼロ・
ウェイスト

LS四国四国にある地域循環共生圏のタネ
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分科会

再エネ
導入

企 業
ＮＰＯ

省 庁
自治体

研究機関 市 民

団 体
学 校

金 融
課題の
掘り起こし

伴走支援

コト・物の
提供

地域課題

環境課題

人口減少 高齢化 過疎化 雇用創出
コミュニティの消失 産業創出 …

地域資源の
利活用

脱炭素社会（再エネ）異常気象
災害対応 耕作放棄地 獣害 …

課題解決

魅力ある持続可能な四国
(ローカルSDGsの実現)
環境・経済・社会の両立

専門技術

連 携

2019.8.29四国地域ブロック会議 第１回設立準備会議資料（一部改変）

LS四国目指す場づくりのイメージ図
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ESG投資・ファンド
地域金融

協働取組

課題解決支援

課題
解決支援

協働
取組

協働
取組

分科会

防災・減災
社会づくり

分科会

観光による

交流拡大

分科会

生業
づくり

分科会

地域産品
市場創出

LS四国はベルトコンベア！

人材育成

地域循環共生圏をつなぎ、円滑運営するための情報が集まるプラットフォーム



普及啓発・広報活動

会員内外に向けて、
LS四国の取組や関連情報の
発信を行うことで、裾野を広げる。

LS四国活動内容①
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LS四国普及啓発・広報活動事例

うどんまるごと循環コンソーシアム（活動拠点：香川県）
うどんをまるごと循環させる

環境
捨てられるうどんを回収し、発電するとともにその残さを堆肥化。「堆肥を使っ

て小麦をつくり、またうどんをつくる」という、地域ならではの資源循環型の取組
を産学官民の連携で構築した。

経済
コンソーシアムの宣伝、普及啓発により全国のメディアからの取材を

受け、日本全国からの視察の受け入れを行った。当初は、ちよだ製作所
内に設置した試験プラント１基で開始。現在、四国内外でプラントが採
用され、うどんから始まった発電は、さまざまな食品廃棄物処理で活用
されている。

社会
企業、自治体、環境団体等で立ち上げたコンソーシアムは、香川県の

政策提案の協議会への参画、学校への出張授業、うどんまるごと循環ツ
アーの開催、フードバンクへの協力等、現在も幅広い活動を行っている。 17

（出展：うどんまるごと循環コンソーシアムHP）

バイオガスプラント



ネットワーク構築・情報交流・マッチング

地域課題の同時解決に向けて、
さまざまな分野・業種のネット
ワーク・マッチングを行うことで、
協働・協業の推進を図る。
勉強会・交流会等の開催。

LS四国活動内容②
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コウノトリ定着推進連絡協議会（活動地域：徳島県東部）
コウノトリの野生復帰で地域をパワーアップ

環境 コウノトリの生息環境調査と普及啓発活動
コウノトリの餌生物調査や、ビオトープ観察会、エコツアー等を実施し、

餌資源の保全や普及啓発活動を行う。

経済 「コウノトリれんこん」のブランド化および関連商品の開発、販売
鳴門市が、環境保全型農業の推進を図ると共に、コウノトリ定着を活か

した農作物のブランド化により、地域経済の振興を図ることを目的とした
認証制度を立ち上げ（平成29年8月）。コウノトリおもてなしレンコンを
空輸し、首都圏で販売することで、認知度を上げる取組も実施。

社会 ローカルビジネスづくり
協議会の会員が中心となり、NPO法人とくしまコウノトリ基金を設立（令

和元年8月）。NPOの会員と地域が連携した環境ローカルビジネスづくりに
向けたしくみづくり、地域資源をパッケージ化したエコツアーのビジネスモ
デルづくり等に取り組む。

LS四国 ネットワーク構築・情報交流・マッチング事例
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資金調達、金融連携・資源連結支援

①の達成に必要な資金や、
地域資源等の連結を支援し、
取組を支える基盤強化を行う。
（ESG投資・融資の促進）

※資源：人材、技術、取組等

LS四国活動内容③
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LS四国資金調達、金融連携・資源連結支援事例

島産業株式会社（活動拠点：香川県観音寺市）
生ごみ減量推進の取組

環境 生ごみ減量と食品ロス削減
生ごみ減量への関心を高めるために、環境省が推進するCOOL CHOICEや、食品

ロスと紐づけた商品情報の発信。食品ロスの専門家とも連携し食品廃棄物削減
の視点で発信。

経済 新規取引先の拡大、デザイン賞をＷ受賞
発信方法を変えたことで、大手家電量販店や大手テレビ通販の目に留まり、

取り扱い開始、営業成果につながった。世界3大デザイン賞の2つをＷ受賞。

社会 視点の広がり
商品セールスの視点に環境配慮やSDGsが盛り込まれることにより、商品情報

の発信力が高まった。コンパクト化や乾燥によるごみの減量化などのコンセプ
トが、環境意識の高い層だけでなく、幅広く消費者へPRができるようになった
（新たなライフスタイルの提案）。全国の約6割の自治体が取り組む購入助成金
制度対象商品として認知も進む。

21

生ごみ減量乾燥機
「パリパリキューブ」

（出展：島産業株式会社HP）



●設立
令和2年度中を予定

●会員
本会の趣旨に賛同し、本規約を遵守し活動を積極的に行う団体及び個人

●会員登録のメリット
①協業・協働に向けたパートナーの発掘・マッチング
②メルマガ配信、HPへの情報掲載
③勉強会・交流会等への参加
④プロジェクト提案及び分科会への参加
⑤会員名簿への記載・公表（希望者のみ）

●会費
新年度から創設検討中
・無料会員（メルマガ配信、セミナー参加）・有料会員（分科会等取組実施）

LS四国組織・運営体制（案）①
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●分科会
分科会活動を通して、持続可能な
四国の実現を目指す。

分科会の中で、テーマに沿ったさ
まざまなアイデアを、プロジェクト
（以下PJ）として実施する。

有料会員は、分科会に参加できる。
会員からの提案があった場合は、
企画・運営委員会で審査、承認する。

分科会の運営は、各分科会で規定を
定め、運用する。

企画・運営委員会は、分科会運営を
支援する。

LS四国組織・運営体制（案）②
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…

企画・運営委員会

事務局
四国EPO

共同代表 副代表 監事

分科会
リーダー

コーディネーター

アドバイザー

●●
リーダー：

ＰＪ
①

ＰＪ
②

事務局

ESD拠点
リーダー：

ＰＪ
①

ＰＪ
②

事務局

営農型発電
リーダー：

ＰＪ
①

ＰＪ
②

事務局

防災支援
リーダー：

ＰＪ
①

ＰＪ
②

事務局

環境保全と活用
リーダー：

ＰＪ
①

ＰＪ
②

事務局

▲▲
リーダー：

ＰＪ
①

ＰＪ
②

事務局

◆◆
リーダー：

ＰＪ
①

ＰＪ
②

事務局

■■
リーダー：

ＰＪ
①

ＰＪ
②

事務局

分科会

会員

●運営体制
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LS四国分科会のイメージ～地域ESD拠点～
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LS四国分科会のイメージ～地域ESD拠点～

●取組内容
教育を基軸とした、取組内容の検討とものづくりネットワーク
年１回、連絡会を開催
メーリングリスト運用による最新情報の発信

●運営体制
リーダー：近森センター長 事務局：四国ESDセンター

新居浜市美術館
にいはまSDGsアート
フェスティバルの開催

（出展：あかがねミュージアムHP） （出展：平野薬局HP）

平野薬局
SDGsやESDの視点を取り
入れた薬局経営

ハレルヤスイーツ
キッチン
SDGsやESDの視点を取り
入れた企業活動の発信

土佐山田ショッピング
センター
SDGsやESDの視点を取り
入れた企業活動の発信

IKEUCHI ORGANIC×
えひめグローバル
ネットワーク
タオルを通したSDGs、
ESDの発信

室戸ジオパーク
推進協議会
地域の魅力を活かした
ツアーや教育の実施

新居浜市教育委員会
新居浜版SDGsの発行
ユネスコスクール推進

高松ユネスコ協会
国際交流活動、文化財
保護活動等の実施

（出展：高松ユネスコ協会FB）



時 期 内 容

9月23日 情報交換会の開催

11月（予定） ローカルSDGs四国設立原案の策定及び協議会の開催（メイン会場：徳島）

12月（予定） ローカルSDGs四国設立原案の打ち合わせ会議の開催（メイン会場：高知）

1月（予定） 【ローカルSDGs四国立ち上げ】
ローカルSDGs四国キックオフの開催（メイン会場：香川）

2月（予定） ローカルSDGs四国の発展に向けた会議の開催（メイン会場：愛媛）

LS四国立ち上げに向けた今年度の予定（案）
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LS四国来年度以降の活動予定（案）

企画 内容

フォーラムの開催 LS四国や分科会活動の発信

勉強会・交流会の開催 他事例や助成金情報等の勉強会、交流会等の開催

分科会活動支援 分科会新設の告知、分科会広報、会員への紹介・マッチング

メルマガ・SNSでの情報発信
助成金情報等活動支援に関する情報、分科会活動報告、その他
SDGs関連情報の発信

ホームページの運用
イベント等告知、LS四国・分科会活動報告、マッチングアプリで
のマッチングの促進

年次会合 活動報告、収支報告

※太文字の内容を、2021年度実施予定


